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事務事業名筑紫野市立小学校体育施設一般開放事業

22
基本事業： 02年齢や体力に応じたスポーツの振興 担当部 教育部  

基本事業の
成果指標

①スポーツをする機会が充分だと思う市民の割合（18歳以上65歳未満）
②スポーツをする機会が充分だと思う市民の割合（65歳以上）
③学校の体育以外で、スポーツをしている児童・生徒の割合
④親子でスポーツをしている市民の割合

担当課 文化・スポーツ振興課

担当係 スポーツ振興担当

市民（児童、生徒、一般市民等） 市内小学校１１校の体育館及び運動場を毎週土曜日９時から１２時まで
市民の利用に開放する。
ただし、夏季・冬季及び学年末休業日、祝日は開放を中止する。

なお、開放時における利用者の危険防止や運営に当たる者として、管理指
導員を筑紫野市シルバー人材センターと委託契約を行い、各小学校に１名
ずつ配置している。

[業務内容]
・就業日における体育館とグラウンドの管理
・備品の貸出しと利用指導
・体育館とグラウンド利用者間の調整
・マナー指導
・利用状況の報告

小学校の体育館や運動場を開放することで、親子や地域子
ども会等が自由に利用できるので、地域での健康づくりや
仲間づくり、親子の触れ合い等を増進できる。

計画年度 平成02年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

体育館・運動場開放時の利用者数 10,536 16,0009,979 15,000 15,000

成果指標名称 単位 目標
01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
1,231 1,207 1,342 1,408計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

1,231 1,207 1,342 1,408

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.1 0.1 0.1
807 803 792

2,038 2,010 2,134 1,408

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

利用者は前年度より減少したが、市ホームページで利用状況を案内しているため、市民の方からの問い合わせも増
えている。引き続き、地域でのイベントや親子のふれあいの場として利用していただけるように周知に努める。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

小学校週５日制の開始から、子どもたちの遊び場や憩いの場とし
て、平成２年から市内小学校１１校の体育館及び運動場を、毎週
土曜日９時から１２時まで開放することとなった。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大による、国の「緊
急事態宣言」発出等から施設利用中止期間が生じ、成果指標であ
る各利用者数の減となった。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


